
東日本大震災 住民が主役の復興を目指して
～復旧、復興の過程においてOpenStreetMapが示した可能性について～

特定非営利活動法人@リアスNPOサポートセンター

代表理事 鹿野順一









自己紹介
• 鹿野順一（かのじゅんいち）

• 1965年、岩手県釜石市生まれ

• 本業は菓子店経営。（株）玉泉堂

• 高校、大学でラグビー部

• 京都の菓子店で修業後釜石へ戻り家業に従事

• 商店街活動の傍らまちづくり事業を開始

• 2004年NPO法人@リアスNPOサポートセンター設立

• 2011年3月11日東日本大震災により被災

• 2011年4月28日いわて連携復興センター設立

• 現在に至る



＠リアスNPOサポートセンター

まちづくりと中間支援のNPO



＠リアスNPOサポートセンター



交流施設かだって



コミュニティビジネスセミナー キッズマート（キャリア教育事業）

手創り市場・かだってコミュニティビジネスまるごと市



釜石のあゆみ
• 安政４年（1857）

• 大島高任、わが国初の洋式高炉を大橋に建設。同年12月
1日、出銑に成功。

• 明治７年（1874）
• 官営釜石製鉄所の建設始まる

• 明治２９年（1896）
• 三陸沿岸に大津波が来襲。死者6687人。

• 明治１３年（1880）
• 工部省釜石鉄道〔釜石港－大橋鉱山間〕が開通。わが国
で三番目

• 昭和８年（1933）
• 三陸大津波来襲、死者183人、行方不明者224人



釜石のあゆみ
• 昭和２０年（1945）

• ２度にわたる艦砲射撃を受け、死者700余人、重軽傷者
327人、全焼家屋2930戸、全壊家屋180戸

• 昭和３５年（1960）
• チリ地震津波が来襲。被害総額６億３千万円。

• 昭和４３年（1968）
• 十勝沖地震で６億円に及ぶ被害

• 昭和６０年（1985）
• 新日鐵釜石ラグビー部、日本選手権で７連覇達成。釜石
製鐵所第二高炉休止。

• 平成元年（1989）
• 釜石製鐵所第一高炉休止



釜石のあゆみ

•平成４年（1992）
• 三陸海の博覧会開催。

•平成１９年（2007）
• 新仙人峠道路開通 釜石港公共埠頭供用開始

•平成２１年（2009）
• 釜石港湾港防波堤が完成

•平成２３年（2011）
• 3月6日三陸縦貫自動車道（釜石－片岸間）
一部供用開始

•平成２３年（2011）
3月11日14時47分 東日本大震災発生



《コミュニティビジネス研修会 in釜石》

• 経済産業省・平成22年度地域新事業移転促進
事業 （コミュニティビジネスノウハウ移転・支
援事業）

• 地方におけるコミュニティビジネス育成・支援
ノウハウ移転プログラム

• 平成２３年３月１１日（金）13：30〜17：00

• 釜石公民館

（釜石健康福祉センター※釜石のぞみ病院８階）

• 講師

• 大滝 聡 様
（都岐沙羅パートナーズセンター理事）

• 斎藤 主税 様
（ 〃 理事・事務局長）

• 村山 優子 様
（コミュニティカフェ

「マーノマーノ」ワンデイシェフ）



釜石公民館





• 10/5時点の釜石市の被害状況※ 岩手

県HPのデータより

死者数：884

行方不明者数：194

内死亡認定者数：170 

避難者数：0 

避難所数：0 

住宅、建物被害

• （全壊数＋半壊数）：3727

仮設住宅建設戸数：3164 (完成度100%)

仮設住宅建設箇所数(団地数)：66

• ※釜石市の避難所は8/10に全て閉鎖さ

れました。














